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香港地下鉄觀
く ん

塘
と ん

延伸線トンネル及び
何
ほ ー

文
ま ん

田
て ぃ ん

駅新設工事

　
当
社
は
、
一
九
六
二
年
、
ロ
ア
シ
ン
マ
ン
ダ
ム
の
着

工
を
機
に
、
香
港
に
進
出
し
て
以
来
五
〇
年
余
り
香
港

の
主
要
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　
香
港
行
政
長
官
の
施
政
方
針
に
て
掲
げ
ら
れ
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
計
画
は
、「
一
〇
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば

れ
、
二
〇
〇
九
年
頃
か
ら
徐
々
に
具
現
化
し
始
め
た
。

香
港
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
は
今
ま
さ
に
最
盛
期
を
迎
え
、

い
た
る
所
で
大
型
揚
重
機
が
林
立
す
る
姿
を
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
二
〇
一
一
年
に
着
工
し
た
、「
香
港
地
下
鉄
觀
塘
延

伸
線
ト
ン
ネ
ル
及
び
何
文
田
駅
新
設
工
事
（
以
下
本
工

事
）」
は
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

　
本
工
事
は
、
香
港
九
龍
地
区
を
東
西
に
走
る
地
下
鉄

觀
塘
線
の
新
駅
建
設
及
び
延
伸
工
事
の
う
ち
、
既
設
の

油
麻
地
駅
の
引
き
込
み
線
ト
ン
ネ
ル
か
ら
新
駅
へ
と
続

く
ト
ン
ネ
ル
約
二
㌔
㍍
と
、
新
設
さ
れ
る
何
文
田
駅
の

建
設
工
事
で
あ
る
。

　
何
文
田
駅
は
、
觀
塘
線
延
伸
と
将
来
計
画
さ
れ
て
い

る
沙
田
中
環
線
と
の
乗
換
駅
と
し
て
地
下
に
建
設
さ
れ

る
。
付
随
工
事
と
し
て
、
避
難
及
び
換
気
立
坑
、
作
業

用
立
坑
、
連
絡
通
路
設
置
、
既
設
油
麻
地
駅
の
改
造
を

含
ん
で
い
る
。

概
況

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

の
ト
ン
ネ
ル
を
施
工
す
る
。
各
々
の
立
坑
か
ら
発
破
ず

り
（
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
な
ど
で
爆
砕
さ
れ
て
出
た
岩
石
や

土
砂
）
を
含
む
す
べ
て
の
資
機
材
を
搬
出
入
し
な
が
ら
、

東
西
両
方
向
へ
の
切
羽
の
制
御
発
破
掘
削
を
行
い
、
さ

ら
に
は
構
築
工
が
追
い
掛
け
て
行
く
と
い
う
、
非
常
に

ア
ク
セ
ス
が
限
ら
れ
た
中
で
の
工
事
で
あ
る
。

　
一
方
、
何
文
田
駅
は
将
来
線
と
の
乗
換
駅
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
約
二
三
〇
㍍
の
駅
舎
が
十
字
に
交
差
す
る
二

層
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
下
層
両
端
の
ト
ン
ネ
ル
接
続

部
で
約
三
三
〇
平
方
㍍
の
地
下
空
洞
と
な
っ
て
い
る
部

分
を
除
い
て
は
、
七
一
万
立
方
㍍
の
明
か
り
掘
削
を
行

っ
た
の
ち
、
地
下
に
七
階
建
の
駅
舎
を
構
築
す
る
。

　
当
社
は
切
梁
を
使
わ
な
い
開
削
工
法
を
提
案
し
、
土

砂
部
で
は
三
五
〜
七
五
度
の
法
面
を
吹
付
け
コ
ン
ク
リ

ー
ト
と
ソ
イ
ル
ネ
イ
ル
で
、
岩
盤
部
で
は
一
〇
㍍
ご
と
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に
小
段
を
設
け
た
鉛
直
壁
を
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
で
支
保
し

な
が
ら
、
最
深
部
が
六
五
㍍
に
及
ぶ
掘
削
を
行
っ
て
い

る
。

　
香
港
に
お
い
て
も
、
集
合
住
宅
や
基
幹
道
路
の
す
ぐ

横
で
大
規
模
な
開
削
工
事
を
行
う
こ
と
は
あ
ま
り
例
が

な
い
。
計
画
・
設
計
と
政
庁
か
ら
の
承
認
に
至
る
ま
で

の
過
程
及
び
施
工
段
階
で
の
計
測
管
理
は
慎
重
か
つ
綿

密
を
極
め
た
。

　
ま
た
、
二
九
万
立
方
㍍
の
岩
盤
の
う
ち
、
約
半
分
は

発
破
工
法
に
よ
り
掘
削
し
て
お
り
、
防
護
工
と
し
て
、

二
重
の
鉄
カ
ゴ
や
駅
舎
掘
削
の
全
体
を
覆
う
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
を
設
置
す
る
な
ど
万
一
の
可
能
性
も
排
し
、

実
施
し
て
い
る
。

　
現
在
、
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
は
地
下
空
洞
の
半
分
を
残

し
て
ほ
ぼ
完
了
し
て
お
り
、
覆
工
の
完
了
し
た
一
部
の

区
間
で
は
、
設
備
業
者
へ
の
引
渡
し
を
開
始
し
た
。
ま

た
、
何
文
田
駅
舎
で
も
無
事
故
で
発
破
掘
削
を
完
了
し
、

駅
舎
の
構
築
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。

　
本
工
事
は
、
他
に
類
を
見
な
い
画
期
的
な
工
法
も
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
工
事
を
通
し
て
、
多

く
の
優
秀
な
香
港
ス
タ
ッ
フ
達
と
と
も
に
経
験
を
積
み
、

工
事
を
無
事
に
完
成
さ
せ
、
香
港
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

一
助
に
な
る
よ
う
最
後
ま
で
努
力
を
し
て
ゆ
く
所
存
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
工
事
は
市
街
地
で
の
施
工
で
あ
り
、
公
共
遊
休
地

を
利
用
し
た
二
箇
所
の
立
坑
か
ら
、
住
宅
・
商
業
ビ
ル

や
鉄
道
営
業
線
の
直
下
を
通
る
土
被
り
一
五
〜
三
〇
㍍

工
事
の
特
徴

何文田駅カバーン覆工用セントル

觀塘延伸線駅路線図

香港50周年記念行事の模様

何文田駅舎構築


